
(57)【要約】

【課題】　短時間で生分解することができ、環境を保護

することができる粘着シートを提供する。

【解決手段】　生分解性フィルム１と、生分解性粘着層

２と、剥離シート３が順次積層している。生分解性粘着

層２の剥離シート３側の面４に、多数の微小凸部５が形

成されている。微小凸部５の高さｈは、粘着層２の厚さ

Ｈの20％以上80％以下に設定されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 分 解 性 フ ィ ル ム （ １ ） と 、 生 分 解 性 粘 着 層 （ ２ ） と 、 剥 離 シ ー ト （ ３ ） を 順 次 積 層 さ
せ た 粘 着 フ ィ ル ム で あ っ て 、 上 記 生 分 解 性 粘 着 層 （ ２ ） の 剥 離 シ ー ト （ ３ ） 側 の 面 （ ４ ）
に 、 多 数 の 微 小 凸 部 （ ５ ） を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 粘 着 シ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 微 小 凸 部 （ ５ ） の 高 さ （ ｈ ） を 、 粘 着 層 （ ２ ） の 厚 さ （ Ｈ ） の 20％ 以 上 80％ 以 下 に 設 定
し た 請 求 項 １ 記 載 の 粘 着 シ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 微 小 凸 部 （ ５ ） を 格 子 状 に 配 設 し た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 粘 着 シ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 微 小 凸 部 （ ５ ） を 構 成 す る 各 面 （ ６ ） が 、 微 小 凸 部 （ ５ ） よ り も さ ら に 小 さ な 極 微 小 凹
凸 状 で あ る 請 求 項 １ ， ２ 又 は ３ 記 載 の 粘 着 シ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 粘 着 シ ー ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 表 面 シ ー ト に 一 般 的 な プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を 用 い た 粘 着 シ ー ト は 広 く 用 い ら れ て い る
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 種 の 粘 着 シ ー ト は 、 使 用 後 、 焼 却 も し く は 土 中 に 廃 棄
す る な ど し て 処 理 さ れ て い る 。
　 し か し 、 こ れ ら の 処 理 に は 、 次 の よ う な 問 題 が あ る 。
(1) 焼 却 し た 場 合 、 焼 却 に 要 す る エ ネ ル ギ ー が 大 き く 、 ま た 焼 却 時 に 発 生 す る 二 酸 化 炭 素
が 地 球 温 暖 化 の 原 因 と な り う る 。
(2) 表 面 シ ー ト が 塩 化 ビ ニ ル の 物 を 焼 却 し た 場 合 、 そ の 際 に 発 生 す る 塩 化 水 素 ガ ス 、 塩 素
ガ ス が ダ イ オ キ シ ン の 発 生 、 酸 性 雨 破 壊 の 原 因 と な る 。
(3) 土 中 に 廃 棄 し た 場 合 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 が 土 中 に お い て 長 期 間 安 定 に 存 在 す る の で 、
土 壌 汚 染 の 原 因 と な る 。 ま た 、 土 中 の 生 態 系 を 破 壊 す る こ と に も な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ７ ８ ２ ３ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 廃 棄 処 理 後 に 環 境 を 汚 染 す る 点 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 に 係 る 粘 着 シ ー ト は 、 生 分 解 性 フ ィ ル ム と 、 生 分 解 性 粘 着 層 と 、 剥 離 シ
ー ト を 順 次 積 層 さ せ た 粘 着 フ ィ ル ム で あ っ て 、 上 記 生 分 解 性 粘 着 層 の 剥 離 シ ー ト 側 の 面 に
、 多 数 の 微 小 凸 部 を 形 成 し た も の で あ る 。
　 ま た 、 微 小 凸 部 の 高 さ ｈ を 、 粘 着 層 の 厚 さ Ｈ の 20％ 以 上 80％ 以 下 に 設 定 し た も の で あ る
。
　 ま た 、 微 小 凸 部 を 格 子 状 に 配 設 し た も の で あ る 。
　 ま た 、 微 小 凸 部 を 構 成 す る 各 面 が 、 微 小 凸 部 よ り も さ ら に 小 さ な 極 微 小 凹 凸 状 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 粘 着 シ ー ト に よ れ ば 、 短 時 間 で 生 分 解 す る こ と が で き 、 環 境 を 保 護 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 示 す 。 こ の 粘 着 シ ー ト は 、 生 分 解 性 フ ィ ル ム １
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と 、 生 分 解 性 粘 着 層 ２ と 、 剥 離 シ ー ト ３ が 順 次 積 層 し て い る 。 生 分 解 性 フ ィ ル ム １ 及 び 生
分 解 性 粘 着 層 ２ は 、 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る 。 生 分 解 性 フ ィ ル ム １ は 、 例 え ば 、 脂
肪 酸 ポ リ エ ス テ ル 系 、 脂 肪 族 ポ リ エ ス テ ル 系 、 ポ リ カ プ ロ ラ ク ト ン 系 等 の 生 分 解 性 プ ラ ス
チ ッ ク か ら 成 り 、 好 ま し く は ポ リ 乳 酸 系 の 生 分 解 性 プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る 。 生 分 解 性 粘 着
層 ２ は 、 例 え ば 、 ウ レ タ ン 粘 着 剤 か ら 成 る 。 ウ レ タ ン 粘 着 剤 は 、 使 用 中 は 十 分 な 安 定 性 が
あ り 、 か つ 、 廃 棄 処 理 時 ─ ─ ─ す な わ ち 、 土 や コ ン ポ ス ト 中 に 廃 棄 す る 時 ─ ─ ─ に 水 分 、
酸 素 に よ り 加 水 分 解 、 酸 化 し 低 分 子 量 化 し 、 さ ら に 微 生 物 に よ り 生 分 解 が 進 行 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 剥 離 シ ー ト ３ は 、 エ ン ボ ス 加 工 前 の 剥 離 シ ー ト と し て は 、 エ ン ボ ス 加 工 で き る も の で あ
れ ば 種 類 は 問 わ な い 。 し か し 、 環 境 イ ン パ ク ト へ の 配 慮 及 び 適 度 な 表 面 粗 さ の 獲 得 の 為 、
図 ４ に 示 す ご と く 剥 離 剤 層 （ シ リ コ ー ン ） 10、 ク レ ー コ ー ト 層 11及 び 紙 基 材 層 12か ら 成 る
も の が 好 ま し い 。 な お 、 図 ４ (a) は エ ン ボ ス 加 工 前 の 剥 離 シ ー ト ３ を 示 し 、 図 ４ (b) は エ
ン ボ ス 加 工 後 の 剥 離 シ ー ト ３ を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 生 分 解 性 粘 着 層 ２ の 剥 離 シ ー ト ３ 側 の 面 ４ に 、 多 数 の 微 小 凸 部 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 微
小 凸 部 ５ は 格 子 状 に 配 設 さ れ て い る 。 （ 剥 離 シ ー ト ３ を 離 脱 し た 状 態 で ） 粘 着 シ ー ト を 廃
棄 処 理 時 に 、 微 小 凸 部 ５ に よ っ て 、 粘 着 層 ２ の 表 面 積 が 増 大 し 、 生 分 解 が よ り 速 く 行 な わ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 微 小 凸 部 ５ の 高 さ ｈ は 、 粘 着 層 ２ の 厚 さ Ｈ の 20％ 以 上 80％ 以 下 に 設 定 さ れ て い る 。 高 さ
ｈ が 、 厚 さ Ｈ の 20％ 未 満 の 場 合 、 廃 棄 処 理 時 に 十 分 な 表 面 積 が 得 ら れ ず 、 分 解 速 度 が 遅 く
な る 。 ま た 、 高 さ ｈ が 、 厚 さ Ｈ の 80％ を 越 え る 場 合 、 通 常 使 用 時 に 、 水 や 空 気 の 流 通 が 大
き す ぎ て 、 必 要 な 性 能 を 発 揮 で き ず 、 使 用 時 に 支 障 が 発 生 す る 虞 れ が あ る 。
　 微 小 凸 部 ５ を 構 成 す る 各 面 ６ は 、 微 小 凸 部 ５ よ り も さ ら に 小 さ な 極 微 小 凹 凸 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 粘 着 シ ー ト の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 一 面 ７ の 表 面 粗 さ Ｒ a が  0.2μ m 以 上  1.3μ m 以 下 の 剥 離 シ ー ト ３ の 上 記 一 面 ７
に 、 エ ン ボ ス 加 工 に て 、 （ 上 述 の 微 小 凸 部 ５ に 対 応 し た 形 状 の ） 微 小 凹 部 ８ を 形 成 す る 。
そ の 後 、 剥 離 シ ー ト ３ の 上 記 一 面 ７ に 生 分 解 性 粘 着 剤 ９ を 塗 布 ・ 乾 燥 し て 生 分 解 性 粘 着 層
２ を 形 成 す る 。 次 に 、 生 分 解 性 粘 着 層 ２ に 生 分 解 性 フ ィ ル ム １ を 貼 合 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 述 の 表 面 粗 さ Ｒ a が  0.2μ m よ り 小 さ い 場 合 、 分 解 速 度 が よ り 速 く な る と い う 効 果 が
ほ と ん ど 得 ら れ な い 。 ま た 、 表 面 粗 さ Ｒ a が 、  1.3μ m を 越 え る 場 合 、 粘 着 層 ２ の 粘 着 力
が 弱 く な る 虞 れ が あ り 、 又 見 た 目 を 美 し く 保 つ こ と が で き な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 方 法 で 表 １ の 構 成 の 粘 着 シ ー ト  No.１ ～  No.３ を 作 成 し た 。 エ ン ボ ス は 格 子 目 エ ン
ボ ス と し た 。
　 ま た 、 比 較 例 と し て 粘 着 層 ２ の 表 面 が フ ラ ッ ト な 粘 着 シ ー ト  No.４ （ す な わ ち 、 微 小 凸
部 ５ が な い 粘 着 シ ー ト ） も 作 成 し た 。
　 粘 着 シ ー ト  No.１ ～  No.４ は 、 生 分 解 性 フ ィ ル ム １ に ポ リ 乳 酸 フ ィ ル ム 、 粘 着 層 ２ に ウ
レ タ ン 粘 着 剤 を 使 用 し た 。
　 こ れ ら の 粘 着 シ ー ト よ り 、 そ れ ぞ れ  100mm×  100mmの 試 料 を 切 り 出 し 、 58℃ ± ２ ℃ の 恒
温 に 保 た れ た コ ン ポ ス ト 中 に て １ ケ 月 間 放 置 し 、 そ の 後 の 分 解 率 Ｐ を 算 出 し た 。
　 測 定 結 果 を 、 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ４ 】
　 表 １ よ り 、 い ず れ の 実 施 例 に お い て も 、 比 較 例 よ り 分 解 率 が 高 く な っ て い る こ と が 分 か
る 。 ま た 、 表 面 積 の 増 加 率 が 大 き い 方 が 、 分 解 率 Ｐ が 高 く な る こ と が 分 か る 。 す な わ ち 、
表 面 積 （ の 増 加 率 ） が 大 き い 方 が 、 分 解 速 度 が 速 く な る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 設 計 変 更 可 能 で あ っ て 、 例 え ば 、 微 小 凸 部 ５ の 形 状 は ラ ン ダ ム （ 不 規
則 ） に 配 置 す る も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 は 、 生 分 解 性 フ ィ ル ム １ と 、 生 分 解 性 粘 着 層 ２ と 、 剥 離 シ ー ト ３
を 順 次 積 層 さ せ た 粘 着 フ ィ ル ム で あ っ て 、 生 分 解 性 粘 着 層 ２ の 剥 離 シ ー ト ３ 側 の 面 ４ に 、
多 数 の 微 小 凸 部 ５ を 形 成 し た の で 、 使 用 時 は 必 要 な 性 能 を 発 揮 す る と と も に 、 廃 棄 処 分 時
は 、 粘 着 層 ２ の 表 面 積 の 増 大 に よ り 、 粘 着 層 ２ が 水 や 酸 素 に よ る 化 学 的 分 解 、 及 び 、 バ ク
テ リ ア や 細 菌 に よ る 生 物 的 分 解 を 受 け や す く な り 、 粘 着 シ ー ト 自 体 の 分 解 速 度 を 速 め る 効
果 が あ る 。 そ し て 、 環 境 を 保 護 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 微 小 凸 部 ５ の 高 さ ｈ を 、 粘 着 層 ２ の 厚 さ Ｈ の 20％ 以 上 80％ 以 下 に 設 定 し た の で 、
適 度 な 粘 着 力 を 有 し つ つ 、 廃 棄 処 理 時 の 分 解 速 度 を 速 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 微 小 凸 部 ５ を 格 子 状 に 配 設 し た の で 、 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。 ま た 、 規 則
性 が あ る の で 、 見 た 目 が 美 し い 。
　 ま た 、 微 小 凸 部 ５ を 構 成 す る 各 面 ６ が 、 微 小 凸 部 ５ よ り も さ ら に 小 さ な 極 微 小 凹 凸 状 で
あ る の で 、 適 度 な 粘 着 力 を 有 し つ つ 、 廃 棄 処 理 時 の 分 解 速 度 を さ ら に 速 め る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 示 す 断 面 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 要 部 拡 大 断 面 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 生 分 解 性 粘 着 層 を 示 す 説 明 用 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 剥 離 シ ー ト を 示 す 断 面 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ 　 生 分 解 性 フ ィ ル ム
　 ２ 　 生 分 解 性 粘 着 層
　 ３ 　 剥 離 シ ー ト
　 ４ 　 面
　 ５ 　 微 小 凸 部
　 ６ 　 面
　 Ｈ 　 厚 さ
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　 ｈ 　 高 さ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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